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特
集
　
安
倍
壊
憲
政
権
と
対
峙
す
る

オ
ス
プ
レ
イ
強
行
配
備
と
い
う
回
答

昨
年
、
２
０
１
２
年
は
、
沖
縄
返
還
（
沖
縄
の
日

本
復
帰
）
40
周
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
日

中
国
交
正
常
化
40
周
年
で
も
あ
っ
た
。（
さ
ら
に
言
え

ば
、
日
朝
平
壌
宣
言
10
周
年
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に

言
及
す
る
に
は
、
紙
数
が
足
り
な
い
。）

昨
年
の
沖
縄
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
第
１
位
は
、
垂

直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配
備

に
反
対
す
る
県
民
大
会
だ
っ
た
。
９
月
９
日
、
県
議

会
、
市
長
会
、
町
村
長
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の

団
体
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
県

民
大
会
に
は
、
10
万
人
を
超
え
る
県
民
が
結
集
し

た
。
し
か
し
日
本
政
府
は
、
島
ぐ
る
み
の
沖
縄
民
衆

の
意
思
表
示
を
無
視
し
て
、
普
天
間
基
地
に
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
を
強
行
し
た
。
県
民
大
会
実
行
委
員
会

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
と
、
普
天
間
基
地
の
閉

鎖
・
返
還
を
要
求
す
る
オ
ー
ル
沖
縄
的
東
京
行
動
を

計
画
し
た
。

東
京
行
動
は
、
突
如
実
施

さ
れ
た
総
選
挙
に
よ
っ
て
翌

年
１
月
に
延
期
さ
れ
、
選
挙

の
結
果
、「
普
天
間
問
題
に

よ
る
日
米
同
盟
の
揺
ら
ぎ
が

中
国
に
付
け
入
る
隙
を
与
え

た
」
と
訴
え
た
安
倍
晋
三
自
民
党
政
権
が
再
登
場
し

た
。
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
は
、「
沖
縄
県
の

0

0

0

0

尖

閣
諸
島
」
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
争
い
で
、
最
悪
の
状

態
に
あ
っ
た
。
安
倍
政
権
は
、
日
本
の
集
団
的
自
衛

権
容
認
を
日
米
首
脳
会
談
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
日
米
同
盟
の
復
活
を
誇
示
し
よ
う
と
す
る
が
、

米
中
関
係
に
配
慮
す
る
オ
バ
マ
政
権
の
同
調
が
得
ら

れ
ず
、
代
わ
り
に
対
米
す
り
寄
り
の
テ
ー
マ
と
し
て

利
用
し
た
の
が
、
普
天
間
基
地
の
移
設
促
進
で
あ
る
。

沖
縄
基
地
の
抑
止
力
強
化
に
よ
っ
て
、
尖
閣
諸
島
へ

の
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
と
い
う
構

図
で
あ
る
。

安
倍
首
相
は
、
１
月
末
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
撤
回
、
普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・

返
還
を
求
め
る
建
白
書
を
手
交
し
た
沖

縄
か
ら
の
上
京
行
動
団
に
対
し
、「
私

に
は
、
私
の
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と

答
え
た
が
、
彼
が
し
た
こ
と
は
、
２
月

の
日
米
首
脳
会
談
で
、
年
度
内
の
辺
野

古
埋
め
立
て
承
認
申
請
書
提
出
の
約
束

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
全
沖
縄
41
市
町

村
長
、
県
議
な
ど
１
３
０
名
の
上
京
団

の
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
集
会
や
銀

座
の
デ
モ
、
建
白
書
の
提
出
に
対
す
る

彼
の
回
答
で
あ
っ
た
。

強
調
さ
れ
る
「
基
地
返
還
」
の
実
態

こ
う
し
た
対
応
に
対
す
る
沖
縄
の
怒
り
を
逸
ら
す

た
め
に
強
調
さ
れ
た
の
が
、
嘉
手
納
よ
り
南
の
基
地

返
還
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
野
田
民
主
党
政
権
か
ら
の

持
ち
越
し
事
項
な
の
だ
が
、
嘉
手
納
よ
り
南
の
５
つ

の
基
地
を
、
13
ヵ
所
に
分
割
し
、「
必
要
な
手
続
き

の
完
了
後
速
や
か
に
返
還
」、「
代
替
施
設
が
提
供
さ

れ
次
第
返
還
」、「
米
海
兵
隊
の
国
外
移
転
に
伴
い
返

還
」
に
３
分
類
し
、
段
階
的
に
返
還
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
安
倍
政
権
が
強
調
し
た
の
は
、
期
限
を

具
体
的
に
明
示
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
２
、

３
年
で
返
還
さ
れ
る
の
は
、
全
体
の
１
割
以
下
の
細

切
れ
返
還
で
、
す
べ
て
が
「
〇
〇
年
ま
た
は
そ
れ
以

後
」
と
さ
れ
、
普
天
間
返
還
は
「
２
０
２
２
年
ま
た

沖
縄
か
ら
見
た
安
倍
政
権

―
そ
し
て
深
ま
る
ヤ
マ
ト
と
沖
縄
の
溝

新
崎
盛
暉

写真は筆者　4 月 28 日「主権回復の日」（4.28）を今こそ
問う！─沖縄・安保・天皇制の視点から―集会にて
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は
そ
れ
以
後
」、那
覇
軍
港
に
至
っ
て
は
「
２
０
２
８

年
ま
た
は
そ
れ
以
後
」
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
仲
井

真
沖
縄
県
知
事
な
ら
ず
と
も
、「
普
天
間
は
22
年
ま

で
固
定
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
さ
ら
に
、
日
米
が
合
意
し
た
嘉
手
納
よ
り

南
の
返
還
計
画
が
す
べ
て
実
行
さ
れ
た
と
し
て
も
、

在
沖
米
軍
基
地
の
在
日
米
軍
基
地
に
占
め
る
割
合
は
、

現
在
の
73
・
８
％
か
ら
73
・
１
％
と
、
０
・
７
％
減

少
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
政
府
の
い
う
「
負
担

軽
減
」
の
実
態
で
あ
る
。

地
金
の
出
た
「
主
権
回
復
の
日
」

こ
う
し
た
中
で
飛
び
出
し
た
の
が
、「
主
権
回
復

の
日
」
で
あ
る
。
自
民
党
は
、「
竹
島
の
日
」、「
建

国
記
念
日
」、「
主
権
回
復
の
日
」
を
祝
う
こ
と
を
選

挙
公
約
に
掲
げ
て
い
た
が
、
前
二
者
は
、
見
送
っ
て

き
た
。
第
一
次
安
倍
政
権
の
失
敗
に
懲
り
て
、
そ
の

国
家
主
義
的
、
排
外
主
義
的
側
面
は
、
参
院
選
ま
で

は
で
き
る
だ
け
表
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
が
ふ
り

ま
く
幻
想
に
支

え
ら
れ
て
内
閣

支
持
率
が
高
水

準
を
保
っ
て
い

る
こ
と
に
気
を

よ
く
し
て
、
つ

い
「
主
権
回
復

の
日
」
実
施
に

言
及
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
沖
縄
の

こ
と
な
ど
念
頭
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
沖
縄
に
と
っ
て
こ
の
日
は
、
自
ら
の
意
思

に
反
し
て
米
軍
政
下
に
置
か
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た

日
で
あ
り
、
こ
の
日
を
起
点
に
、
現
在
に
至
る
構
造

的
沖
縄
差
別
政
策
が
日
米
両
政
府
に
よ
っ
て
展
開
さ

れ
て
き
た
「
屈
辱
の
日
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
予
想

し
な
か
っ
た
沖
縄
か
ら
の
反
発
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
繕
い
発
言
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
問
題
は
閣
僚
の

靖
国
参
拝
と
結
び
つ
く
。
韓
国
や
中
国
の
不
快
感
に

対
し
て
、「
い
か
な
る
脅
し
に
も
屈
し
な
い
」
と
か
、

「『
侵
略
』
と
い
う
定
義
は
、
学
界
的
に
も
国
際
的
に

も
定
ま
っ
て
い
な
い
」
と
か
、
地
金
を
む
き
出
し
に

す
る
発
言
を
続
け
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
に
ま
で

眉
を
顰
め
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「
主
権
回
復
の
日
」
当
日
の
式
辞
で
は
、「
沖
縄
が

経
て
き
た
辛
苦
に
、
た
だ
深
く
思
い
を
寄
せ
る
努
力

を
な
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
て
み
た
も
の
の
、
東
日
本

大
震
災
の
際
の
米
海
兵
隊
の
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
を

引
き
合
い
に
出
し
、「
か
つ
て
激
し
く
戦
っ
た
者
同

士
が
心
の
通
い
合
う
関
係
に
な
っ
た
例
は
、
古
来
稀

だ
」
と
沖
縄
基
地
の
重
要
性
と
対
米
従
属
の
姿
勢
を

強
調
し
て
い
る
。

安
倍
政
権
に
同
調
す
る
ヤ
マ
ト
の
世
論
と
の
溝

今
、
沖
縄
と
日
本
政
府
の
溝
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

く
大
き
い
。
問
題
は
、
そ
の
溝
が
、
日
本
（
ヤ
マ
ト
）

と
沖
縄
の
溝
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
参

考
ま
で
に
最
近
の
世
論
調
査
の
数
字
を
見
て
お
こ
う
。

安
倍
政
権
が
、「
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
申
請
」

を
沖
縄
県
に
提
出
し
た
直
後
、
３
月
の
共
同
通
信
の

全
国
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
申
請
を
「
評
価
す
る
」

が
55
・
５
％
、「
評
価
し
な
い
」
が
37
・
６
％
だ
っ
た
。

翌
４
月
の
朝
日
新
聞
の
全
国
世
論
調
査
で
は
、
安
倍

政
権
の
辺
野
古
移
設
方
針
を「
評
価
す
る
」42
％
、「
評

価
し
な
い
」
33
％
だ
っ
た
。
１
年
前
の
朝
日
の
調
査

で
は
、辺
野
古
移
設「
賛
成
」21
％「
反
対
」66
％
だ
っ

た
か
ら
、
賛
成
が
倍
増
し
、
反
対
が
半
減
し
、
賛
否

は
逆
転
し
て
い
る
。
沖
縄
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
変

化
だ
が
、
安
倍
政
権
は
、
お
お
い
に
自
信
を
持
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
逆
に
、
同
じ
４
月
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス

と
琉
球
朝
日
放
送
が
行
な
っ
た
県
民
世
論
調
査
で
は
、

辺
野
古
移
設
「
賛
成
」
15
％
、「
反
対
」
75
％
と
な
っ

て
い
る
。
１
年
前
の
調
査
で
は
、「
賛
成
」
21
％
、「
反

対
」
66
％
だ
っ
た
。「
賛
成
」
が
減
り
、「
反
対
」
が

大
幅
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
在
沖
米
軍
基

地
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
全
面
的
に
撤
去
す
る
」

49
・
３
％
、「
縮
小
す
る
」
39
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

１
年
前
は
、「
全
面
撤
去
」
37
％
、「
縮
小
」
49
％
だ
っ

た
が
、
今
回
は
そ
れ
が
逆
転
し
て
い
る
。
安
倍
政
権

と
沖
縄
の
溝
が
、
ヤ
マ
ト
と
沖
縄
の
越
え
難
い
溝
に

転
化
し
つ
つ
あ
る
の
は
明
ら
で
あ
る
。

今
年
の
４
月
28
日
や
５
月
３
日
の
市
民
団
体
の
集

会
な
ど
に
は
、
従
来
に
み
ら
れ
な
い
危
機
感
が
溢
れ

て
い
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
、
国
民
世
論
総
体

は
、
安
倍
政
権
と
同
調
す
る
方
向
に
旋
回
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ど
う
す
る
か
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
ろ
う
。

（
あ
ら
さ
き
・
も
り
て
る
／
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
、
沖
縄
平

和
市
民
連
絡
会
代
表
世
話
人
）

4 月 28 日〈沖縄を切り捨てて、何が「主権回復日」か！〉沖縄・一坪反戦地主
会関東ブロック主催の集会とデモ　東京・日比谷。レイバーネットより転載


